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皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
梅
雨
の

季
節
で
す
ね
。
腰
痛
な
ど
に
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。

　

か
わ
ら
版
で
は
日
常
会
話
の
中
に

含
ま
れ
て
い
る
仏
教
用
語
を
ご
紹
介

し
て
い
ま
す
。
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う

ち
に
使
っ
て
い
る
仏
教
用
語
。
そ
れ

だ
け
日
本
人
の
生
活
に
溶
け
込
ん
で

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

大
須
演
芸
場
は
名
古
屋
で
は
今
や

唯
一
の
寄
席
。
そ
の
寄
席
で
は
、
落

語
や
講
談
、
浪
花
節
な
ど
演
芸
を
演

じ
る
場
所
を
高
座
と
言
い
ま
す
。
こ

の
「
高
座
」、
実
は
仏
教
に
関
係
す
る

言
葉
で
す
。

　

お
寺
で
法
要
を
行
う
際
に
、
導
師

の
座
る
仏
前
の
一
段
高
い
座
を
「
登

高
座
（
と
う
こ
う
ざ
）
」
と
言
い
ま
す
。

も
と
も
と
は
、
お
釈
迦
様
が
覚
り
を

開
か
れ
た
「
金
剛
宝
座
」
を
か
た
ど
っ

て
、
説
教
の
時
に
一
般
席
よ
り
高
く

設
け
た
台
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ

の
「
金
剛
宝
座
」
か
ら
始
ま
り
、
仏

壇
の
前
に
説
教
者
（
講
師
）
と
導
師

（
読
師
）
が
座
る
「
高
座
」
と
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
元
々
は
僧

侶
が
弟
子
に
教
え
を
説
い
た
り
、
信

者
に
説
教
を
す
る
場
合
の
高
い
壇
の

こ
と
が
「
高
座
」
で
す
。

　

仏
教
は
イ
ン
ド
か
ら
中
国
に
伝
来

し
ま
し
た
が
、
中
国
で
は
導
師
が
高

い
場
所
に
座
る
と
い
う
習
慣
は
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。
や
が
て
「
高
座
」
が

伝
わ
り
、
そ
こ
に
座
っ
て
説
教
す
る

僧
は
「
高
座
道
人
」
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

高
座
が
置
か
れ
た
「
講
堂
」
は
、

寺
院
に
お
い
て
経
を
講
じ
た
り
、
法

を
説
く
堂
宇
で
す
。
中
国
の
六
朝
時

代
に
そ
う
し
た
形
式
が
普
及
し
、
日

本
で
は
奈
良
時
代
に
始
ま
り
、
唐
代

の
伽
藍
配
置
に
な
ら
っ
て
金
堂
（
本

堂
・
佛
堂
・
仏
殿
）
の
背
後
に
「
講

堂
」
が
置
か
れ
ま
し
た
。

　

「
講
法
堂
」
と
も
呼
ば
れ
、
禅
宗

寺
院
で
は
「
法
堂
（
は
っ
と
う
）
」
と

も
言
い
ま
す
。
大
勢
の
僧
侶
が
参
集

す
る
た
め
、
金
堂
よ
り
大
き
く
造
り
、

多
く
は
装
飾
性
の
あ
ま
り
な
い
、
正

面
が
幅
八
間
以
上
の
大
規
模
な
建
築

物
で
す
。

　

法
隆
寺
金
堂
の
背
後
に
あ
る
「
大

講
堂
」
は
そ
の
代
表
例
で
す
。
現
存

す
る
「
講
堂
」
で
は
、
西
暦
七
六
〇

年
創
建
の
唐
招
提
寺
講
堂
が
最
古
の

建
築
物
で
、
平
安
時
代
に
再
建
さ
れ

た
法
隆
寺
「
大
講
堂
」
は
そ
れ
に
次

ぐ
古
さ
で
す
。
鎌
倉
時
代
以
後
は
あ

ま
り
造
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

本
尊
を
安
置
し
、
講
師
は
そ
の
前

の
「
礼
盤
（
ら
い
ば
ん
）
」
で
教
え

を
講
じ
、
弟
子
の
僧
侶
や
信
者
は
左

右
に
分
座
し
て
聴
聞
（
ち
ょ
う
も
ん
）

し
、
問
答
し
ま
す
。

　

「
食
堂
（
じ
き
ど
う
）
」
が
修
行
の

場
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
講
堂
」
は

修
学
の
場
で
す
。
つ
ま
り
「
食
堂
」

も
仏
教
用
語
で
す
。

　

唐
代
か
ら
俗
講
が
盛
ん
に
な
る
に

つ
れ
て
、
「
高
座
」
の
構
造
は
民
間
芸

能
の
場
に
も
及
び
、
や
が
て
日
本
に

伝
わ
る
と
寄
席
の
「
高
座
」
の
語
源

に
な
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
後
半
の
一
八
〇
七
年
、

寄
席
に
高
座
を
設
け
る
こ
と
は
、
講

釈
師
伊
東
燕
晋
（
え
ん
し
ん
）
の
願

い
出
に
よ
っ
て
幕
府
に
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
畳
一
枚
の
固
定
し
た
高
座
で

す
。
文
化
･
文
政
年
間
（
一
八
〇
四

～
三
〇
年
）
頃
の
寄
席
に
は
小
さ
な

壇
が
あ
る
程
度
で
し
た
が
、
天
保
年

間
（
一
八
三
〇
～
四
四
年
）
頃
か
ら

徐
々
に
高
座
が
大
き
く
な
り
、
明
治

以
後
、
寄
席
の
舞
台
そ
の
も
の
が
高

座
に
な
り
ま
し
た
。
寄
席
で
は
高
座

に
緋
毛
氈
（
ひ
も
う
せ
ん
）
を
か
け
、

金
屏
風
を
背
に
す
る
演
出
も
普
及
し

ま
し
た
。

　

戦
後
、
お
寺
で
も
演
台
に
立
っ
て

説
教
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

説
教
者
の
座
る
「
高
座
」
の
残
る
本

堂
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
「
高
座
」

は
も
っ
ぱ
ら
寄
席
に
そ
の
名
を
残
し

て
い
ま
す
。
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今つながり、解き明かされる 「尾張名古屋の通史」
先史時代から知られざる幕末史まで　尾張名古屋を知りつくすための一冊

尾
張
名
古
屋
は
畿
内
と
近
く
、
古
代
よ
り
都
と
東
国
、

鎌
倉
、
江
戸
を
つ
な
ぐ
街
道
の
要
所
で
あ
り
、
街
道
の

発
展
と
と
も
に
社
寺
、
城
郭
、
町
の
歴
史
が
形
成
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

本
書
で
は
、
鎌
倉
街
道
、
名
古
屋
城
下
町
、
城
下
町
か

ら
東
西
南
北
に
延
び
る
脇
街
道
を
探
訪
し
、
尾
張
国
の

地
政
・
歴
史
を
概
観
し
ま
す
。

先
史
時
代
か
ら
幕
末
ま
で
、
尾
張
名
古
屋
の
歴
史
を
よ

り
深
く
知
る
た
め
の
一
冊
で
す
。

大塚耕平 歴史シリーズ 好評発売中 中日新聞販売店にお問合せください


